
Ⅰ．はじめに

第27回学術集会の開会に際し，地域看護のソーシャ
ルイノベーションに関する議論の起こしとして，地域社
会の包容力を高める看護の挑戦について理解を深める時
間をもちましょう．日本の人口統計データをもとに社会
課題，国策として進められている未来社会像Society 5.0

構想，人間中心のケアの時代の到来について確認し，地
域社会の包容力を高める看護の挑戦に関する議論の手が
かりとして，個人，家族，近隣コミュニティの生活の質，
生活の質に関わる社会課題のとらえ方，コミュニティ概
念の変遷，そこからの私たち地域看護が目指すコミュニ
ティ像について提案し，ソーシャルキャピタルと地域へ
の愛着，近隣コミュニティにおける住民自治について共
有します．

Ⅱ．地域社会の地殻変動をどうとらえるか

1．これまでの30年間，これからの30年間
この学術集会の準備を始めた2年前，令和5年版高齢
社会白書によると，日本は2022年には高齢化率29.0％
を超え，3人に1人は高齢者という状況でした 1）．開催
間近の2024年5月には，警察庁が初めて孤独死・孤立
死の実態把握を行い，同年1～3月に自宅で亡くなった
人は21,716人（暫定値）のうち，高齢者がおよそ8割を
占めたとの報道がありました 2）．2040年ごろには，年間
死亡者数はピークに達し，臨死期を迎える場所をみつけ
られない看取り難民が40万人以上出るともいわれてい
ます 3）．また，この講演の準備を始めた2024年6月5日，

厚生労働省から「人口動態統計」の概数が公表され，1

人の女性が産む子どもの数の指標となる，2023年の合
計特殊出生率は1.20で過去最低，去年の東京は「1.0」
を下回ることがわかりました 4）．今年度行われる国勢調
査の結果では，COVID-19のパンデミックにより高齢者
を中心に多くの方々が命を落としたことや，婚姻率の低
下による出生率の低下および人口減少が反映されると思
われます．
私が保健師の駆け出しだった30年前，1994年の日本
は高齢社会の入り口でした 1）．2007年には超高齢社会に
突入し 5），2008年には総人口がピークアウトすると同時
に，団塊世代が後期高齢者となり，2025年問題は現実
となりました 6）．今後も人口減少は続き，戦後（終戦
1954年8月）の復興期のレベルまで減り，団塊世代ジュ
ニアが高齢期に入ることもあり，年少人口と生産年齢人
口の総和に対して高齢者人口が多い状況が続きます 6）．
この30年間の社会の価値や人々の生活の変化に視点
を落とすと，近年は戦後生まれの個人主義の先駆け世代
である団塊世代が後期高齢者となり，多様性の尊重とい
う世界的な潮流も相まって個人の価値観やライフスタイ
ルが，より一層尊重される時代となり，人々の生き方や
家族の概念も多様化しています．いまや30年前のステ
レオタイプの高齢者像は大きく変わり，性別や年齢や障
害の有無や程度，国籍等にかかわらず，地域社会でみな
が活躍する時代になりました．社会の多様性の拡大と地
域看護の協働者の多様化に，私たち地域看護は対応でき
ているでしょうか．
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2．2030年問題と看護職の責務
2030年には，人口減少・超高齢社会の進展による社
会的問題が顕在化するといわれています．いわゆる
2030年問題です．地方の過疎化や医療と介護のニーズ
が増大する一方，労働力不足が深刻になり，医療保険や
年金等の社会保障制度への影響も懸念され，さらに
2050年以降までみると，長期的な視点からは，どの地域，
どの年代にとっても，住民，行政，専門職等立場を問わ
ず，生活の質を揺るがす問題が次々と現実となります．

2030年問題について掘り下げてみます．労働需要と
労働供給のバランスをみると，いまから5年後（私たち
が瞬きしている間に）に644万人不足する状態となるこ
とが示されています 7）．人手が不足する業種の内訳をみ
てみると，サービスと医療・福祉が最も不足状態となり
ます 7）．その背景は，これまでお話してきたことに起因
するわけで，私たち地域看護は，この後戻りできない状
況を直視しなければなりません．
看護職は国家資格を有する専門職です．憲法第25条
の生存権および国民生活の社会的進歩向上に努める国の
義務を具現する社会に対する責務があります．「すべて
の国民は健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有
する」「国はすべての生活部面について社会福祉，社会
保障及び公衆衛生の向上及び増進に努めなければならな
い」という条項文を思い出してください．国民には生存
権があり，国家には生活保障の義務があるという意味で
すが，私たち看護職は，人々の健康で文化的な生活を営
む権利を保障するために，最善の努力を続ける義務があ
るということです．

3．地域社会の持続可能性
2024年4月，有識者グループ人口戦略会議は令和6年
地方自治体持続可能性分析レポートを発表し，全体の4

割にあたる744の自治体で，2050年までに最終的には
消滅する可能性があるとした分析を公表しました 8）．こ
のレポートには賛否ありますが，2014年に日本創成会
議が示した消滅可能性都市リスト 9）の10年後の検証で
もあります．消滅可能性の指標である20～30歳代の女
性が半減する市町村の割合が80％以上の4県が東北地
方に集中し，50％以上を合わせると東北6県と北日本は
すべてが該当します 8）．
今回の分析の特徴で注目すべき点は，外国人の流入人
口も加味して計算されていることと，出生率が低く他の
地域からの人口流入に依存している25の自治体をあら

ゆるものを吸い込むブラックホールになぞらえ，ブラッ
クホール型自治体としているところです．ここからいえ
ることは，長期的なスパンで考えると，たとえば東京都
特別区のような都市部であっても，人口減少・少子高齢
化による生活の質に関わる問題を自分たちごととしてと
らえる必要があるということです．

Ⅲ．日本の未来社会像Society 5.0構想と地域
看護

1．未来社会像Society 5.0構想
この2030年以降の社会課題を背景に，第5期科学技
術基本計画では，目指すべき未来社会像としてSociety 

5.0構想が提唱されました 10）．サイバー空間とフィジカ
ル空間を高度に融合させたシステムにより，経済発展と
社会的課題の解決を両立する人間中心の社会をつくる構
想です 11）．最先端技術をあらゆる社会生活に取り入れ，
新たな価値を創造し，だれもが快適で活力に満ちた質の
高い生活を送ることができる人間中心の社会の実現に向
かう国策の方針が示され，人口減少や少子高齢化による
地域課題の克服に挑む社会の変革（ソーシャルイノベー
ション）を通じ，だれもが希望をもてる社会，世代を超
えて互いに尊重し合える社会，1人ひとりが快適に活躍
できる社会をつくる構想 11）が産学官の連携で始動して
います．

Society 1.0は人類誕生のころの狩猟社会，Society 2.0

は紀元前1300年の農耕社会，第一次産業革命（軽工業：
蒸気機関，紡績機），第二次産業革命（重化学工業：電
力・石油・モーター）からなるSociety 3.0は18世紀以
降の工業社会，Society 4.0は20世紀以降の第3次産業
革命（自動化・情報化，コンピューター，インターネッ
ト）からなる情報社会，Society 5.0は21世紀以降の第4

次産業革命（デジタル革命，AI，IoT）と，近代以降，
急加速する社会経済的変化のもとで，日本が目指す未来
社会像が示されました．

2．地域看護学会による地域看護の定義
ここで一旦，本学会の地域看護学の定義（2019）を確
認しておきましょう．地域看護学は，人々の生活の質の
向上とそれを支える健康で安全な地域社会の構築に寄与
することを探求する学問です 12）．改めて，この定義をみ
ると，驚くほど，時代のベクトルと一致しています．
静かなる有事ともいわれる人口減少・少子高齢社会の
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進行に伴う生活の質に関わる社会経済活動の難局をどの
ような視点で予測し，どう向き合うか，生活の質とはな
にか，生活の継続性を保障するとはどういうことか，さ
まざまな健康レベルにある人々とどう協働し，どんな地
域社会（コミュニティ）を目指すか，地域看護のソーシャ
ルイノベーションについて早急に議論をはじめる必要が
あります．

3．1人ひとりが多様な幸せ（well-being）を実現でき
る社会へ

Society 5.0構想の地域看護的ポイントは，最新の技
術を利活用し，人間中心の社会づくりを目指しているこ
とです．特に地域看護的には，どこにいても，年齢や障
害の有無にかかわらず，生きる活力と快適で質の高い生
活を営める社会を目指しているところは，まさに私たち
の看護ケアやケアシステムの構築が目指すところと合致
します．どこにいても，必要なモノやサービスを，必要
な人に必要なときに，必要なだけ提供できる未来社会を
つくるには，ケアシステムの構築も，経済的発展と社会
課題の解決を両立させる必要があります．この発想こそ，
地域看護のイノベーションとして共有しておきたいポイ
ントです．
さらに，第6期科学技術・イノベーション基本計画で
は，Societyの未来社会像を，持続可能性と強靭性を備え，
国民の安全と安心を確保するとともに，1人ひとりが多
様な幸せ（well-being）を実現できる社会と謳っていま
す 13）．ますます地域看護の目的に近付いているように感
じます．私たち地域看護の最善の努力として，なにをど
のようにとらえ，だれとどのような活動を展開するのか，
その活動が地域社会に根差して持続可能となるように，
新しい価値を醸成しながら活動を展開する必要がありま
す．

Ⅳ．人間を中心としたケアの時代の到来

私はこの20年間，気遣い合い的日常交流 14, 15）という
概念を立ち上げ，ご近所や自治会といった近隣コミュニ
ティにおける社会関係の事象や，それがなぜ起こるかと
いう問いの発展から，地域への愛着に着目して実践研究
を展開してきました 16─19）．さらにその延長上で，社会的
包摂に関する研究 20, 21）に取り掛かかりました．社会的包
摂に関する研究を始めたきっかけは，東日本大震災の被
災地の復興において，ハード面は復興しても人々の心の

復興が追い付いていない現実に触れたことでした．避難
所，仮設住宅，復興支援住宅への入居まで何度もコミュ
ニティをつくっては失う経験を繰り返し，ようやく終の
棲家を得たというのに，孤独死や自死が増える現実に，
この先なにが必要かと考え，だれひとり取り残さない社
会的包摂を具現するような，地域社会の包容力が必要だ
と気づきました．コミュニティの包容力はどこから来る
かと考えるに，住民間や専門職らの気遣い合い的日常交
流や地域への愛着にほかならぬように感じています．
そこから，社会的包摂や改めてコミュニティとはなに
かという思考の深みにはまり，新たな視点の入れ方とし
て出会ったのが，定常型社会を出発点として未来社会に
ついて思考することでした．コミュニティや生活の質の
発想の転換という意味において，未来社会を想像するう
えで大きな刺激を受けた論考を紹介します．広井は著書
「コミュニティを問いなおす；つながり・都市・日本社
会の未来」のなかで，現在は地球規模で資源制約と生産
過剰の状況のなかで新しい価値原理がおこる定常化にあ
ると指摘し，今後は各世界で同時多発的に主たる関心が
人と人との関係あるいは人そのものの移り，個人や文化
の内的部分で発展的変化がおこり，「ケア」といった人
と人との関係の在りさまをテーマとする新しいコミュニ
ティの創造が中心課題となると提言しています 22）．要は，
これまでの成長や拡大という軸ではない，「豊かさ」の
再定義が必要であり，価値原理が置き替わることを示唆
しています．
人類史の軌跡をたどると，人間は原始宗教では自然を
敬い血縁関係のコミュニティをつくり，農業革命では農
耕をする生活共同体の村社会をつくり計画的に食料を得
る手段をもち，定住するようになると爆発的に人口が増
え，社会的な序列，ヒエラルキー・階層を生み出しまし
た．ここである種の成熟化と定型化の時代をむかえつつ
あった時代に，その状況を背景に，新たな価値原理が生
じ，各地に交易による都市ができ，現在の宗教にみる普
遍宗教が生まれ，ここでも，ある種の成熟化と定型化の
時代をむかえつつあった時代に，科学革命が起こり，近
代の物質的・量的拡大を豊かさとして求めた市場化，産
業化，情報化・金融化，帝国主義からグローバリゼーショ
ンへと突き進み，国家のボーダーレス化や多様化の時代
となりました．次なる新たな思想・価値原理はやはり，
人間を中心としたケアの時代へ向かうのでしょうか．
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Ⅴ．地域看護のソーシャルイノベーションの第
一歩

人間を中心としたケアの時代が到来し，さらに，人と
人との関係性，すなわちコミュニティをテーマにケアの
質を議論し探究する時代にむかうとすれば，私たちはそ
の主要なイノベーターになることは必至です．近代から
の変化の速さは増し，情報化はAIの登場で異次元の猛
スピードで進化しています．いまこそ，地域看護の新機
軸と新たな意義や価値を生み出す活動について，未来志
向で議論する時機です．若い世代を中心に業種を問わず
日常業務ではAIを活用して効率化を図り，住民も遺伝
子情報に関心をもち個別化予防について質問をしてくる
時代になっています．近未来に人間中心のケアの時代，
包摂的コミュニティの時代がおとずれるように，私たち
も最新の知識と技術を積極的に看護実践に利活用する必
要があります．
イノベーションには，①物事の新しい見方やとらえ方
をさす新機軸と，②新しいアイデアや技術から社会的意
義や価値を生み出す活動の2つの意味があります．看護
は実践科学なので，コミュニティの包容力を高める挑戦
として，①と②を同時進行してこそイノベーションとい
えます．
人を中心としたケアの時代を牽引するのは，私たち地
域看護です．人と人との関係性に関心を寄せ，だれもが
安心・安全に暮らすことができる包摂的コミュニティへ
と未来社会を導くひとりになろうという「新たな思考や
価値原理」もイノベーションの第一歩です．地域看護が
どんな地域社会，コミュニティを目指すか，議論を進め
ましょう．

Ⅵ．地域社会の包容力を高める看護の挑戦につい
て議論する際の手がかり

1．個人，家族，近隣コミュニティの生活の質と生活の
質に関わる社会課題のとらえ方
個人，家族，近隣コミュニティの生活の質について考
えてみましょう．地域に住み暮らす個人／家族，近隣コ
ミュニティの日常生活はさまざまな要素からなっていま
す．医学モデル，身体的・心理的健康モデル，役割モデ
ルだけは説明できない複雑さがあります．多様な要素に
は，政治・経済，教育・文化，倫理・科学・化学などコ
ミュニティの人々が作り出すものもあれば，その結果と

して変化する自然・生物・物理的なものもあります．こ
れらの要素間の相互影響は，サスティナビリティ（持続
可能な発展）とエシカル思考（人権の相互保障）によっ
て，生活の質として維持されます．全体性の調和とバラ
ンスが崩れている場合は，近未来に生活の質が破綻する
可能性もあるということです．このことを前提に，個人，
家族，近隣コミュニティの生活の質に関わる社会課題を
とらえる地域看護の視点について整理します．
１）常に変化を続ける社会をアセスメントする
地域社会としてのコミュニティ，コミュニティを構成
する組織や集団，家族と個人という見方をする．社会の
変化とコミュニティの変化をアセスメントし，その社会
の構成員，要素として，組織 /集団，近隣コミュニティ，
個人 /家族とその変化にフォーカスする視点です．
２）包摂的な眼差しで社会全体を俯瞰する
どんな特性がある社会のなかで，生きづらさや困り感
を抱え，取り残されていないか，取り残されている人は
いないか，将来的に取り残される可能性はないか，とい
う見方をします．エシカル思考で人権の相互保障ができ
ているか評価する視点です．
３）社会をシステムとしてとらえる
社会の構成要素や要素間の相互作用，社会集団の構造
や機能をとらえ，相互作用の不具合や機能不全が生じて
いないか，システムのどの部分にテコ入れが必要かとい
う見方をする．システム思考も大事です．サステナブル
で持続可能な発展を維持できているか評価する視点で
す．
４）グローバルとローカルの複眼的視点で社会事象をと
らえる
社会システムの全体（グローバル）と部分（ローカル）
に同時に目を向けると相互の影響がみえてくる．地元で
起こっている問題は，全国で類似の事象が起こっていた
り，国内外で起こっている問題と連鎖関係にあるはずで
す．目の前で生じている事象の背景にある社会の変化と
時代の流れを読む視点も大切です．

2．コミュニティ概念の変遷
コミュニティという概念は時代とともに社会のあり方
を映し出しながら変化し続けています．ここからは，人
間中心の未来社会を構想するために，コミュニティ概念
の変遷を温故知新の観点から確認していきましょう．
１）生涯を一定の地域で暮らした時代
人々が先祖代々，生涯を通じてほぼ一定の地域のなか
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で共に住み暮らす時代 23）には，生活の共同をとおして
人々の間には共同感情が生まれ，おのずと一定地域の
人々の間には共通の社会的特徴がみられました．このよ
うな社会集団がコミュニティの古典的な定義でした．
マッキーバー（1917）の著書「コミュニティ」の定義に
よると，コミュニティとは地域において営まれる共同生
活（common life）です．コミュニティで生まれる社会
的特徴（1921）は，社会的類似性（social likeness），社
会的観念（common social idea），共通の習慣（common 

custom），共属感情（sense of belonging together）に整
理されました．著書「社会」（1950）に記されているコ
ミュニティの要件は，地域性とコミュニティ感情です．
コミュニティ感情は，分かち難く体感に結びつけられて
いるという感覚であるわれわれ意識，役割を通りして全
体に結びついているという感情である役割意識，他人に
対する心理的依存の感情である依存意識の3つからなる
とされました．
２）工業化や都市化が進展した時代
工業化や都市化が進み，生業を求め多くの人々が都市
部へ移住するようになった時代 23）が来ると，都市社会
学者が動植物の生態を人間にも適用した人間生態学とい
う考え方でコミュニティが説明されるようになりまし
た．人間が一定地域空間に侵入すると競争，協同，共生
が営まれ，その過程とパターンが着目されるようになり
ました．R.D.マッケンジー（1933）は，生態学的立場か
らコミュニティを，第一次産業コミュニティ，商業的コ
ミュニティ，工業的コミュニティ，経済的基盤を欠くサー
ビス・コミュニティの4つのタイプに分けました．コ
ミュニティの要素には地域性と相互依存性は維持されて
いるが，この時代のコミュニティの概念には，共同感情
の欠落がみられました．
３）メトロポリタン・エリアが出現した時代
次なるコミュニティ概念の変化は，メトロポリタン・
エリアとよばれる人口の集積が形成された時代 23）に起
こりました．その周囲には，職場に通勤する人々の地区
である郊外ができ，能動的に変化する現実の社会をとら
えることが困難となりました．コニュニティに関する古
典的な概念は現実とはかけ離れたものになっているとい
う議論が起こり，コミュニティとは，地域に関わりある
主要な機能を果たしている社会単位やシステムの複合体
と再定義されました．この時代は，地域性と機能に焦点
があたり，このころからコミュニティの議論にもシステ
ム論が導入され，複雑化する社会の姿としてコミュニ

ティの機能面に関心が寄せられました．
４）今日のコミュニティ概念
今日的なコミュニティの概念は，さらにバリエーショ
ンが増え，多様になってきました．地域看護の視点から，
概念の整理を試みます．
（1）統治手段としてのコミュニティ概念
日本では1969年に国民生活審議会調査部会コミュニ
ティ問題小委員会から報告書「コミュニティ；生活の場
における人間性の回復」が出され，国民による福祉国家
を目指す政策理念として「国家は国民の集合体であると
ともにコミュニティの集合体でもある」と明示されまし
た 24）．このとき，初めて政策用語としてコミュニティが
使われました．さらに，1971年の中央審議会「コミュ
ニティ形成と福祉国家（答申）」では，「コミュニティと
は，地域社会という生活の場において，市民が自主性と
主体性と責任をもって，生活環境と生活の向上という共
通の目標をめざし，一致して行う地域集団活動により醸
成される」と理想とするコミュニティ像が掲げられまし
た 25）．やがて，現在の地域包括ケアシステムや地域共生
社会にもつながる，国家の政策方針に沿った統治手段と
してのコミュニティ概念といえます．
（2）時空を超えた新しいコミュニティの台頭
地域性と個別性を超越する新しいコミュニティが社会
を変える力をもつようになりました．だれもがデジタル
デバイスを持ち歩く今日，簡単な操作でソーシャルネッ
トワークに参加できるようになり，場所に規定されるこ
となく，時間と空間を超えた非対面によるコミュニティ
形成が自然発生的に急速に増大し続けています．コミュ
ニティは現実空間だけに存在するものではなくなり，仮
想空間にも存在するようになりました．バーチャルコ
ミュニティも自己実現や居場所として機能しています．
時代によって，人間とはなにか，社会とはなにかの価値
原理が変化するとすれば，コミュニティはそれを映す鏡
のようなものです．時空を超えた新しいコミュニティの
台頭は，社会の価値原理の変化の証ともいえます．
（3）現代コミュニティにおける地縁・血縁集団や機能

集団の共存
現代コミュニティは，都市では人口規模が膨張し続け，
人口密度も高くなり，住民の多様性も高まる一途です．
このような地域には，かつての村社会のようなコミュニ
ティは存在しないかのようにみえますが，内部者の目に
は，大都市のなかにも，互いに家屋のなかや家庭の事情
までわかるような地縁や血縁で結ばれたコミュニティも
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存在します．俯瞰する視点とコミュニティの内部者の視
点の両方をもつとみえてくる，住まいを中心に生活のイ
ンフラを共有しながら，日常的に交流関係を保持できる
人間関係網の範囲，たとえば自治会・町内会のような機
能集団も存在します．

3．私たちが目指すコミュニティ像
私たち地域看護は，どのようなコミュニティを目指す
か，未来コミュニティ像のビジョンを共有すれば，おの
ずと協働者や手段が定まり，最先端の知識や技術を利活
用できるようになります．人間が命をつなぐために自然
発生的に集まり，日々を暮らすために意図的に集まり，
互いに存在を意識して生活するところに地域社会が成り
立ち，そこに“コミュニティケア”の始まりがありまし
た．コミュニティケアの原点の確認から，人間には地域
社会に包容されて安心・安全によりよき生活を送りたい
という，欲求があることは明白です．
地域における人間関係の希薄化が進む現実のなかで，
社会的包摂とはどういうことか考えるようになったと
き，住民にとってコミュニティとはなにか悩み，思考が
進まない時期がありました．そのときに出会った，社会
学者Bauman（2001）の「コミュニティ；安全と自由の
戦場」（2017翻訳本）26）の一部を紹介します．
「コミュニティ」という言葉は，とりわけ甘く響く．
この言葉が呼び起こすのは，ないと困るものばかりであ
り，それなしでは安心できず，自信が持てず，人を信頼
することができないものである．（中略）私たちはみな，
この急速なグローバル化する世界の中で相互依存関係に
あり，相互依存関係ゆえに誰一人として自分で自分の運
命を決めることができない．個々の人間が直面しても，
個人的に立ち向かうことも，対処することもできない課
題がある（中略）もし，コミュニティが人々が構成する
世界で存在できるならば，それは分かち合いと相互の配
慮で織り上げられたコミュニティでしかありえない．そ
れは，人を人たらしめる平等な権利や，そのような権利
の上で平等に行動しうることについて，関心や責任を有
するコミュニティである．
この書籍との出会いは，コミュニティについて探究す
る意味は何なのか，悩みを深める私の霧を晴らしてくれ
ました．看護職が社会的包摂を志向することに意味があ
ることを確認できました．

2000年に入るとデジタル化とグローバル化が急速に
進み，社会の諸活動を国境のない身近な活動としてとら

えることができるようになりました．身近な出来事も，
閉鎖的な特定地域の固有の出来事としてとらえることが
少なくなりました．個人の帰属意識も複数の集団にあり，
個人からみたコミュニティは多数ある時代になりまし
た．インターネットによる通信技術や情報科学の進歩は
異次元の速さで加速を続けています．いつでも，どこか
らでも，だれとでもつながることができ，多くの情報を
効率的に入手し活用できるデジタル化と，国家を超えて
地球規模で共通の価値や信念で人と人がつながることが
できるグローバル化はコミュニティの在り方を変えてい
ます．コミュニティの境界のあいまいさや構成員の流動
化が増し，関係性の弱さが問題視されることもあります．
しかし，コミュニティ概念は時代とともに変化するも
のであればこそ，国家や行政区の境界線の意味が薄れ，
構成員が自由に緩やかに結びつくことはそれを強みとし
た新しいコミュニティを創造できる可能性もあります．
自由なコミュニティは人々の癒しや救いになったり，共
通の価値から社会を変える可能性もあります．その一方
で，テクノロジーが発達し，情報社会といわれて久しく，
個人の尊重や多様性，流動化が進む今日もなお，人々は
人間の基本的な欲求として地域性や相互作用を実感でき
る地域コミュニティの包容力を求めているのではないで
しょうか．

4．住民にとってのコミュニティの意味と地域看護への
示唆

10年前に東北大学に着任した2014年1月は，東日本
大震災発災から間もなく3年が経とうとしている時期で
した．復旧期から復興期への移行期，復興への長い道の
りを歩み始めたばかりの被災地の住民の方々が「私たち
はコミュニティがないと生きていかれない」とコミュニ
ティという言葉を普通に使う事象に頻繁に触れ，そこで
気づいたことがあります．人々はコミュニティになにを
求めているのか，それは“地域社会の包容力”ではない
かと思い至りました．それまでの私は，健康をゴールに
そのための資源や手段として，コミュニティを支援対象
としていたことを猛省しました．私たち看護職は，住民
からすれば，この地域で安心安全な生活を送るための一
資源であり，自分たちのコミュニティの関係者の一員で
あることを強く自覚しました．
１）ソーシャルキャピタルと地域への愛着
ソーシャルキャピタル（社会関係資本）は，人々の協
調された諸活動を活発にすることにより社会の効率性を
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改善できる，信頼，互酬性の規範，ネットワークといっ
た社会関係・構造の特徴を指します．社会関係資本や人
間関係資本といわれ，間人主義や積極的集団主義の日本
には，もともと類似概念・類義語がたくさんあります．
お互い様精神，助け合い，寄り合い，隣組，ご近所付き
合い，絆，つながり等々です．“地域への愛着”は，ソー
シャルキャピタルの苗床といえます．
地域への愛着をもっている人が多く住むまちでは，
ソーシャルキャピタルが高まり，地域社会の安寧が保た
れ，安心安全な生活を通じて，人々の心身の健康によい
効果をもたらします．気遣い合いができるご近隣さんと
の良好な関係があれば，日常の困りごとの解決のみなら
ず，なにかあれば助けてもらえるという安心感を得て暮
らすことができます．地域への愛着が希薄であると，住
民同士の信頼，互恵性の規範，コミュニティを豊かにす
る人間関係網は生まれにくくなります．
私は，保健師の実務経験をもとに，人々の幸せを追求
する権利と健康で文化的な生活を保障する公衆衛生看護
の英略として，地域への愛着を育む健康増進プログラム
を開発 16─19）し，メソッド（実践の手引き）27, 28）を作成，
普及してきました．地域密着の活動をしている人たちの
ヒアリングから，「地域への愛着は，日常生活圏におけ
る他者との共有経験によって形成され，社会的状況との
相互作用を通じて変化する，地域に対する支持的意識で
あり，地域の未来を志向する心構えである」16, 28）とわか
りました．さらに質問紙調査から，“人と人とのつなが
りを大切にする思い” “自分らしく居られる所” “生きる
ための活力の源” “住民であることの誇り”の4つの概念
で構成されることを確認しました 17, 28）．新興住宅地に居
住する50～60歳代を対象に実施した健康増進プログラ
ム「このまちを好きになってますます健康になろう！」
では，4つの構成概念を1つひとつ形成していく4回の
講座を行いました 19, 27, 28）．このまちで共に年を重ねてい
く仲間と出会い，地域の魅力を再発見し，10年後の地
域課題に目を向け，退職後にできることを考える内容と
しました．
プログラム終了後，参加者は「自分の心もこのまちに
住むようになった」と，仲間との交流を楽しみながら，
小学校の防犯，子どもたちの登下校の見守り，保安や減
災防災など地域の課題に取り組んでいます．プログラム
の参加者は，地域の未来を志向した個人の活動とグルー
プの活動を楽しみながら，信頼，互恵性の規範，人間関
係網を広げています．この事象は地域の問題解決力が高

まっている状態といえます．
２）近隣コミュニティにおける住民自治
近隣コミュニティとは，地域コミュニティの最小ブ
ロックであり，人が住まうことを基軸とした隣近所の交
流の範囲を指します．また，地縁に基づく社会であり，
生活基盤をおく地理的空間において人々の生活を支える
機能をもちます．近隣コミュニティを住民が自ら自治す
る組織として自治会があります．自治会は，住民による
自治組織であり，地縁による団体の一般的な通称で，地
域の生活に関わる多種多様な問題に応じるため，環境整
備，親睦活動，交流活動，保安活動，自衛活動，防災活
動，福祉活動など，包括的な機能をもっています 23）．自
治会の客観的特性は，一定の地域区画をもち，その区画
が相互に重なり合わない，世帯を単位として構成される，
原則として全世帯（戸）加入の考え方に立つ，地域の諸
課題に包括的に関与する，それらの結果として行政や外
部の第三者に対して地縁を代表する組織となるの5つが
あるといわれています 29）．近年は，自主防災組織の立ち
上げを支援することで，平時からの備えとして，災害時
の要援護者の名簿作成や防災訓練を通じて，住民同士の
顔のみえる関係づくりができ，地域包括ケアシステムの
要として期待できます．
３）コミュニティにおける多様なアソシエーションの
共存
多様なステークホルダーと地域社会の未来をつくるこ
とも重要です．コミュニティは社会の母体であり，共通
の目的や関心をもった人々が自発的に活動する社会集団
であるアソシエーションには，自治会のほかにも，青年
会や婦人会，子ども会，PTA，シニアクラブ，消防団
や自衛団など，さまざまなアソシエーションが共存する
ことによって，生活上の課題を住民の力で解決・改善し，
より安心で安全な生活を支え合うコミュニティとして発
展できます．より多くのアソシエーションがあれば，そ
れだけ，ストレッサーに対するバッファーゾーンが強靭
なコミュニティになります．コミュニティのリジリエン
スも高まります．

Ⅶ．結　　び

近未来に人間中心のケアの時代，包摂的コミュニティ
の時代を牽引するには，①人々の日々の暮らしに寄り添
い，地域社会のなかで個人 /家族，集団 /組織をケアす
ることを専門とする「地域看護のソーシャルイノベー
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ションにかかっている！」と，1人ひとりがイノベーター
となる意志をもつこと，②そこから生まれる発想や活動
原理をもとに，自身の活動を振り返り，最新の知識や技
術を住民（患者・利用者・関係者）と利活用すること，
③新たな発想や価値原理をもとにした良質なエビデンス
の蓄積・発信をすることが必要です．①②③を同時進行
させれば，社会における看護の新しい価値が生まれます．
それが地域看護のソーシャルイノベーションになるので
す．
私たち看護職は，住民にとっては地域社会でよりよく
生きるためのヒューマンリソースです．看護職が触媒と
なり，「地域社会の包容力を高める」という同じ方向を
向いて，コミュニティが本来的にもつ，人々が互いを慮
り互いに恵みをもたらすケアリングの力を引き出し，維
持・定着させるため，住民とともに最新の知識や技術を
利活用し，発信していきましょう．
人々の基本的人権を守り，人を中心としたケアの時代
を牽引するイノベーターになるべく，本学術集会に集う
同志の意見交換から，参加者1人ひとりの気づきやひら
めきが連鎖することを願い，第27回学術集会のプログ
ラムを展開します．本会が学び合いの場となることを祈
念し，私の話を終わりにします．
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